
労働政策審議会労働政策基本部会の設置について 
 
１．背 景  

  平成２８年１２月１４日付け「働き方に関する政策決定プロセス有識者会議」の報告

書において、「現在行われている労働政策についての議論が分科会及び部会単位で行われ

ており、分科会及び部会を横断するような課題については議論されにくい環境にある」

「研究会等や労政審での議論は法改正の具体的な内容が中心となり、中長期的な課題に

ついての議論が不足している」「さらに、働き方の多様化により増えてきている個人請負

事業主など旧来の労使の枠にはまりにくい課題も生じてきている」等の指摘がされたこ

とから、厚生労働省として以下の通り、労働政策審議会労働政策基本部会を設置するこ

ととする。 

 
２．審議事項  

労働政策基本部会では、各分科会及び部会を横断する中長期的課題、就業構造に関す

る課題、旧来の労使の枠組に当てはまらないような課題について審議を行う。例えば次

のような事項について審議する。 

・技術革新（ＡＩ等）の動向と労働への影響等 

・生産性向上、円滑な労働移動、職業能力開発 

・時間・空間・企業に縛られない働き方等 

 
３．労働政策基本部会の構成員について  

 １５名以内の有識者で構成 

 
４．スケジュール 

まずは１年で整理し、報告書を提出。さらに議論が必要な事項は引き続き審議を行う。 

 
５．部会の運営  

（１）部会の庶務は、政策統括官付労働政策担当参事官室において処理する。 

（２）部会の議事運営に関して必要な事項は、労働政策審議会令（平成１２年政令第２８

４号）、労働政策審議会運営規程及び労働政策審議会労働政策基本部会運営規程の定め

るところによる。 
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